
緒 言

カボチャは緑黄色野菜として栄養性が高く評価されて

おり，健康食嗜好の強まりとともに，需要が著しく増大

してきた。北海道はカボチャの全国収穫量の ％を占め

る一大産地であり（ 年）），北海道の重要な移出野

菜となっている。

カボチャは他の果菜類と比較すると大規模で作付けが

可能な省力的野菜であるが，育苗管理，定植，整枝，収

穫の労働時間が多い。特に，育苗管理での温度管理，灌

水，鉢上，苗ずらし，摘心等は全労働時間に占める比率

が高い。近年の輸入増加に対応するためには，生産コス

トを下げる技術が求められ，また，生産者の高齢化，労

力不足等によりカボチャ栽培においても一層の省力化が

求められている。

セル成型苗定植栽培は，育苗管理の軽減，苗生育の斉

一化，育苗土量の節約，機械定植による定植作業の軽作

業化等を図る目的で，多くの野菜で実用化されており，

葉茎菜類では一般に広く普及している。しかし，カボチ

ャでは試験，研究は十分になされていない。

そこで本報では，カボチャのセル成型苗定植栽培にお

ける生育特性，作業省力性について報告する。

試験方法

試験は ， 年に花・野菜技術センター圃場（造

成砂壌土）において行った。供試品種は えびす （セ

イヨウカボチャ）とした。育苗処理区は，ポリポット苗

区（ ポリポット使用 日育苗，以下 慣行区）及

びセル成型苗区（ 穴セル成型ポット使用 日，

日， 日育苗区）とした。育苗に係る試験は， 区 株

反復で行った。定植後の試験規模は 区 株乱塊法

反復で行い，栽植密度は畦幅 ，株間 とし

た。施肥量は， とした。

年は慣行区では 月 日に播種し 月 日に定植，

セル成型苗区では 月 日の定植日に合わせて播種日を

設定した。 年は慣行区では 月 日に播種し 月

日に定植，セル成型苗区では 月 日の定植日に合わせ

て播種日を設定した。慣行区では， 年， 年とも

に定植日当日に株元灌水を行った。一方，セル成型苗区

では 年は定植日当日に， 年は定植 日後に株元

灌水を行った。仕立て方法は子蔓 本仕立てとし， 節

までは摘果して 節以降に着果させた。

なお，試験期間中の気象は， 年は，定植後の 月

中旬は降水量が極めて少なかった。また，果実肥大期の

月以降は，平年に比べて気温は低めに推移した。

年は，定植後から 月下旬および 月中旬以降の気温は

高めに推移した。

結果および考察

．育苗方法の違いと苗質および収量性

セル成型苗の定植時の苗質について調査した（表

）。育苗 日苗では根鉢形成が不十分であり，苗取り

および定植の作業性が劣った。育苗 日苗は本葉 枚の

生育ステージであり，根鉢形成は良好で根の先端は白色

であった。育苗 日苗では本葉 枚となり，根鉢形成は

十分であるが，根先はやや茶色味を帯び，徒長苗となっ

た。

年は，定植直後に株元に灌水を行ったことから，
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定植後の活着は良好であった。 年は定植後に株元灌

水を行わなかったところ，定植 日後において，育苗

日苗で ％，育苗 日苗で ％の子葉に萎れが認められ

た。本試験では，定植 日後に株元灌水を行ったが，実

際の生産現場において株元灌水を行うことは多労であ

り，省力性の観点から育苗 日苗は不適当であると考え

られる。

収量性では，慣行区とセル成型苗区の間で，平均一果

重に有意差は認められなかった。着果数は，有意差は認

められなかったが慣行区で多く，総収量は慣行区で高か

った（図 ）。

また，セル成型苗区の間においても，育苗日数の違い

による着果数，平均一果重に有意差は認められなかっ

た。しかし，総収量に着目すると， 年は 日育苗が

優れ（図 ），こうした傾向は 年も同様であった

（データ略，年次相関 ）。

以上のことから，セル成型苗定植栽培は，収量性から

育苗日数を長くする必要がある。一方で，前述のように

日育苗では株元灌水が必要となることから， 日育苗

が適当であると考えられた。

．育苗方法の違いと着果性および開花性

年の慣行区とセル成型苗区（ 日育苗）の雌花着

生率について比較すると，慣行区では 節の各節位

において概ね ％程度と安定していたが，セル成型苗区

では， 節， 節に ％程度の高い雌花着生が認められ

た（図 ）。

また，着果率は慣行区では， 節は概ね ％程度

であり， 節前後でも ％程度の着果が認められたのに

対して，セル成型苗区では， 節に約 ％近い着果が認

められた。一方で， 節前後では ％以下であった。

このように，セル成型苗区では低い節位に着果が集中

する傾向が認められた。こうした傾向は 年において

も同様であった（データ略）。

セイヨウカボチャは，発芽後，低温感応するまでの日

数が短い程，雌花着生数が増えることが倉田により示さ

れている ）。また，高橋らは育苗段階における 以下

の低温処理が雌花着生の増加につながることを確認して

いる ）。北海道における露地普通栽培の定植時期は 月

上旬であり，夜温は を下回る場合もある。 月

日における最低気温が 以下となった日数は，

年では 日間， 年では 日間であった（滝川アメダ

ス）。本葉 葉程度のセル成型苗を慣行苗と同時期に定

植したため，セル成型苗区では，慣行区に比べて生育の

早い時期から低温感応し，低節位から雌花分化が進むと

考えられた。また，慣行区に比べて定植後の草勢が旺盛

なことから蔓伸長期の初期段階から担果力が高いことに

より， 節前後の低節位に着果が集中したと考えられ
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表 定植時の苗質および定植後の萎れ（ ）
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萎れ率 定植後 日目において子葉が萎れた株の割合

％、 ％水準で有意差が有ることを示す

図 育苗方法の違いと収量性（ ）
図中の棒線は標準誤差を示す

写真 定植時の苗質（ 穴セル成型ポット使用）

左 日育苗，中 日育苗，右 日育苗



た。

図 に着果した雌花の開花日分布を示した。慣行区に

おける開花期間が約 週間であったのに対し，セル成型

苗区では約 日間に集中した。

長尾らはカボチャ果実の乾物率は開花後の日数により

変化し，開花後 日が収穫適期であることを示して

いる ）。福山らも開花後 日に乾物率が最も高くなるこ

とを示している ）。すなわち，開花後日数が短いと乾物

率の低い未熟な果実となり，長すぎると過熟となること

から，品質に著しい差が生じる。従って，慣行区のよう

に開花期間が長い場合，果実品質を揃えるためには，数

回に分けて収穫を行う必要がある。一方で，着果した果

実の開花日が集中するセル苗定植栽培では一斉収穫が可

能であると考えられる。

．育苗，定植の作業性

育苗，定植に要する作業時間を表 に示した。セル成

型苗育苗では，鉢上げ，苗ずらし作業が不要であり，加

えて育苗面積が少なくなり，灌水作業時間も大幅に減っ

た。慣行苗の定植作業は，マルチの穴開けと定植を腰を

屈めた姿勢で行うため重労働である。これに対し，セル

成型苗は烏口型ビート補植器（口径 ）を用い，マ

ルチの穴あけと定植作業を同時に立位姿勢で，簡便に行

うことができた。加えて，ポリポット苗に比べて苗全体

重は 以下と軽量であることから，定植時の苗運搬

労力も大幅に軽減された（データ略）。こうしたことか

ら，セル成型苗定植栽培では慣行栽培に比べて，育苗，

定植に係る作業時間は約 となった（表 ）。

セル成型苗定植栽培は，収量性はやや劣るが，育苗，

定植が軽減され，さらに収穫作業も少なくなると考えら

れ，省力化に有用である。

杉山 裕 他 セイヨウカボチャのセル成型苗栽培

表 育苗方法の違いと作業時間

育苗方法

のべ作業時間（人 時 ）

土詰
播種 鉢上 苗ずらし 灌水 摘心

（育苗） 定植 摘心
（圃場） 合計 同左

比（ ）

慣行苗 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

投下労働時間割合 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

セル成型苗 （ ） （ ） （ ） （ ）

投下労働時間割合 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

作業時間 人員［ 、 株 ］
ポリポットへの土詰、 穴セル成型ポットへの土詰に要した時間。
慣行苗については播種床、セル成型苗についてはセル成型ポットに播種した。
穴開け、苗抜き、定植に要した時間を示す。運搬、定植後灌水に要した時間は含まない。
（ ）内は実際の作業人員数を示す。

図 育苗方法の違いと雌花開花日分布（ ）
注）着果雌花開花頻度（ ） 収穫に至った果実が開

花した日別の頻度

図 育苗方法の違いと着果性（ ）
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